
■ 人手不足の現状・課題

大型物流センターからスーパーに運ぶ積載物は飲料など

重量物が多い。特に体力に不安なドライバーは避ける傾

向が強く、人手不足が慢性化。手作業での荷下ろしに多

くの時間を要することから残業が常態化していた。

Read More

■ 成果

■ 取組内容

２０２４年12月からトラックの後部に装着する「テール

ゲート昇降装置」を導入。かご台車のままでの荷積み、荷

下ろしが可能となり、１店舗当たりの作業時間を短縮。こ

れにより作業員への負荷を大幅に軽減することができる

ようになった。

■今後の展開

トラックの後部に装着された
「テールゲート昇降装置」

1日当たり約１時間の残業時間削減を実現。効率的な人

員配置も可能となり、現場対応数が1日4、5件増えた。

荷受先での待機時間も減り、イレギュラーな予定変更に

も対応できる等、波及効果が得られた。

現場対応数
１日４～５件増

残業代で給料のかさむ体系を見直し、残

業時間が減っても現在より収入が増える

ように基本給の底上げを図る。重量物を

「かご台車」で荷下ろしすることで体力面

の負荷を減らし、女性や高齢ドライバーな

どの採用を今後は拡充していく。

導入前 導入後

株式会社和光輸送
昇降機

業種 一般貸切旅客自動車運送事業

従業員数 ６０人

所在地 和光市下新倉５ー５ー２６

創業年 １９９４年１２月

主な事業内容  貨物自動車運送/貨物運送取扱/

一般貸切旅客自動車運送/旅行業

企業概要

A
負荷の高い荷積み・荷下ろし作業を機械化。

運
輸
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